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ブランタス川中流域改修事業（Ⅱ） ワイジェパラ灌漑修復事業

■借款概要

■事業概要

本事業は東部ジャワを流れるブランタス川の流域総

合開発計画の一環として、ブランタス川中流域を洪水

被害から守るため、河川改修工事を行うもの。

■評価結果

本事業の洪水被害に関する効果については、実施機

関や維持管理機関は「浸水面積」や「被害額」等の定

量的なデータを有していなかったものの、ブランタス

川流域開発にかかる諸事業の実施が開始された1970年

代から本事業の完成をみた1993年までの「地域内総生

産」と「地域人口」の伸びは著しく、本事業もこのト

レンドに対し何らかの形で寄与していると思われる。

主要施設の現状に関しては、概ね良好であるものの、

河川護岸が侵食・損壊している箇所が数箇所見られ、

一部の損壊施設の修復工事に関しては、援助効果促進

調査（SAPS）を通じて今後の対応策につき支援を行

っている。無秩序な川砂利採取による人工的な河床低

下が、一部の施設損壊の原因と見られ、本事業の効果

発現の持続性を保持するためには、修復工事を実施す

るとともに川砂利採取阻止のための規制強化等の社会

制度面の対策を図る必要がある。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

6,000百万円/5,945百万円

1985年2月

金利3.5%、返済30年（据置10年）

1994年1月

ブランタス川中流域のゴム堰

インドネシア

ブランタス川中流域改修事業（Ⅱ）

■借款概要

■事業概要

ランポン州ワイジェパラ地域において灌漑施設の修

復・追加工事を行い、6,651haの灌漑を行うことによ

り、米の増産および農民の所得向上に寄与するもの。

■評価結果

本事業完成前の同地区の作付面積は、4,000ha～

5,000haで推移し、本事業完成直後の1997年には旱魃等

の特殊事情があったものの、1998年の米・トウモロコ

シ合計の作付面積（雨季6,850ha、乾季5,400ha）は目

標（雨季6,651ha、乾季5,089ha）を上回っている。な

お、雨季は全面稲作、乾季は稲作の他、雑穀を栽培す

る計画であったが、現状では雨季にもトウモロコシが

高い割合（約3割）で栽培されている。単位収量の大

幅改善等から、本事業の経済便益は計画時よりも増加

している。今般の現地調査により、県公共事業部およ

び水利組合による維持管理体制等について概ね問題が

ないことが確認された。ただし、一部の機器について

予算不足のため修理・更新できない状況にある。現状、

本事業の効果に重大な影響を与える程ではないが、効

果持続のためには、中央・州政府による実施機関の維

持管理予算の強化に向けた対応が必要である。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

1,082百万円/1,075百万円

1988年7月

金利3.0%、返済30年（据置10年）

1993年9月

第１次水路水門

インドネシア

ワイジェパラ灌漑修復事業


